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サービス紹介



今話題のサービス（その１）： 超低温チラー



今話題のサービス（その２）： 多結晶ダイヤモンド成膜

今後のビジネス展望として！

①ダイヤモンドは究極の材料であり 今後のビジネスで必要不可欠な素材になりつつあります。
実際、シリコンに代わる次世代省エネパワー半導体のＳｉＣ半導体製造プロセス開発でも、ＳＩＣ
表面研磨用砥石として産業技術総合研究所と共同開発しております。

②技術革新として、既存製品と多結晶ダイヤモンドを融合した新たな製品の開発を実施しており
製品仕様の改善と更なる能力アップした製品開発をお客様と共同開発しております。



システム化した業務

・生産管理システム（今回はこれを主体に説明します）

・日誌システム

・給与システム

・装置モニターシステム

・（工程管理システム）導入予定



システム化の動機

創業１０年以上経ち、生産管理業務が煩雑になってきて、
労力がかかり、入力ミスもあったため、もっと簡易にしたかった

■システム化する前

・すべてExcelで作成

•社内向け手配書、見積書、修理報告書、管理表etc

•Excelなら、すべてのPCにインストールされ、使い方も簡単

・困っていたこと

•標準フォームを作成していたが、毎回多くの項目を入力しなければならなかったため、ひとつの注文に時
間が掛かり入力ミスも少なからず発生

•以前経験した業務でも、同内容のものを探し出すのに、エクセルファイルを順に見ていって見つけるという
ような手間のかかる方法を取らざるを得なかった：別途管理表を作成して簡易化を図っていたが、一気に
検索できる機能はなかった

•営業担当者、営業支援業務担当者、工場技術者の間で作業内容や進捗状況の確認に手間取っていた

•注文が増えるに従い、修理品の情報、取扱説明書の有無、お客様の情報等をデータベース化してすぐに
対応できる体制が必要になっていた



MZプラットフォーム導入に至る経緯
システム化することの必要性は認識していたが、IT専門会社に発注
することに不安があった

■システム化の不安

・生産管理システムをカスタマイズしてもらうと、高額な費用がかかる

•Excelで構築してきた仕事の流れはそれなりに合理的だった。それに合わせてシステムを作成してもらうと
相当高額になることが予測できた

•かといって、特殊な業務なので既製のシステムをそのまま使うことはできない

•今後も業務の形が変化することが見えており、その都度発注していては費用も労力も膨大になる

■MZプラットフォームとの出会い
•産業総合研究所から、年会費1000円で使えるソフトウェアを紹介された

•中小企業むけで手軽にプログラムが組めるらしい

•たまたま、ソフトに強く余力のある人材が加入

•高額な費用の発生がないので、やってみて、ダメでも元の状態に戻るだけ、という安心感



生産管理業務の流れ

典型的なチラー修理注文と処理フロー

発行すべき書類

・手配書、見積書、作業指示書、修理報告書、納品書、請求書
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生産管理業務の流れ（その２）

手配書発行が社内業務始まりの合図

手配書

・客先情報

・装置メーカー、装置詳細（使用温度・圧力・冷媒、負荷状況・・・）

・装置履歴、不具合状況

・営業担当者、緊急性

・注文番号（工番）：年度、装置種類、営業担当者がわかるようにアルファベットと数字の組み合わせ

・手配書記載内容は練にねったもので、変更しないでスムーズにシステムに移行したい

・作成するのは「業務部門」

手配書等を作成する「業務部門」主導でのシステム化が不可欠

・業務担当者とシステム化担当者の徹底的な話し合い

・営業担当者や技術担当者との調整も業務担当者が行う

・今までの業務フローと書類フォームをほぼそのままにして、もっと楽にできる方法を探索



システム作成で苦労した点（代表例）

現場の要求とシステムの機能とのギャップ

例１：Excelの手配書フォーム同様のフォームで帳票を印刷したい

・MZプラットフォームの帳票機能で作成してみたが、項目が多いので、作成するだけでも大変な上、前後左
右の項目をきっちりと揃えるのが難しく見た目が良くない

・項目の追加削除の都度、帳票修正に大変な労力がかかる

・帳票フォームは5種類以上あり、実現を断念しそうに・・・

Excel手配書フォーム MZプラットフォーム帳票
作成が大変
前後左右がうまく揃わない



システム作成で苦労した点（代表例：解決編）

MZプラットフォームにはEXCELファイルにデータを直接書き込める機能があることを発見
・手配書等の帳票はExcelファイルをそのまま使用できる

・入力はMZプラットフォームで帳票類は従来のExcelフォームのままにすると

•入力がシステムで簡単になり

•出力は今までどおりで労力かからない

⇒ 一挙に生産性があがる



システム作成で苦労した点（その２）
現場の要求とシステムの機能とのギャップ（MZプラットフォームの知
識不足による開発の停滞）

例2：MZプラットフォームの情報は研究会Webにあるマニュアル類とQ&A集のみ
・たとえばExcelなら、使用方法、便利な機能紹介、複雑なアプリのマクロプログラム等々がWebでふんだ
んに入手できる

・一覧表で項目が多い時、特定の項目を常に表示して、他の項目をスクロールするExcelでは当たり前の
機能がMZプラットフォームにはない

• そのため、当初は適用できなかった

• こんな簡単なことができないのでは使いにくいなぁという無言のプレッシャー

研究会のQ&A集を丹念に調べ直し、二つの表をリンクさせることで代替可能と判明
・遅ればせながら摘要

・ノウハウの蓄積がもっともっと必要と痛感

•もっと多くの開発者が参加しないとノウハウの蓄積は増えないのでは

•意見交換場所（Web上）があれば助かる



システム構成（生産管理システム）

データベース

業務システム

帳票

MySQL

Excel

MZプラットフォーム



効果

プルダウンメニュー等により、入力が容易になり、誤入力もほとんどなくなった

きめ細かな絞込み検索で、状況把握も目的工番抽出も一瞬

例：装置型式を表から選択できる

絞り込み検索



効果（その２）

売上や受注数の把握がリアルタイムで → 機敏な経営が可能に

例：受注数



日誌システム

システム化前
各自： 日々の業務品名ごとの作業時間を紙の表に書き込み、毎月提出。

人によっては月締めになってから1ヶ月分記入：労力かかり及び正確性に疑問も
経理担当者： 月締め時に全社員分の日誌の時間を品名ごとに集計し、経費振り分けデータとして使用

タイムカードと日誌の勤務時間との整合性チェックし給与の勤務時間、残業、欠勤等に反映
紙に書かれた時間値の集計に多大な時間を要していた

経理担当者の思い

・社員やアルバイトが増え、経理業務量が増大してきた。
・月締めの集計に時間を要し、給与支払日までの事務は戦場のような忙しさ
・システム化して、業務を少しでも楽に効率よくしたい

・システムには厳しい目
経理事務担当が変わってもスムーズに引き継げるような使い勝手の良さを徹底的に追求・要求
会計システムを使いこなしているので、市販システムと同等以上の品質が当然



日誌システム（続き）
システムの特徴
・カレンダーから入力する日を選ぶと入力画面が現れる
・勤務形態（残業等）、品種、時間、工番をプルダウンから選択し保存するだけで入力完了
・色分けにより、入力完了した日と未入力の日がひと目でわかる
・月の入力を完了したら、経理担当者に自動メールで連絡
・有給休暇や夏休み日数の管理も統合
・経理に必要な数値が自動で集計され、給与システム等に渡される

効果
・一日2分程度で入力完了
・日誌督促業務がゼロに
・紙の集計業務から開放された
・有給休暇他の効率的管理



給与システム

システム化前
・各自の残業時間等を日誌から算出し、残業代等を計算して総支払給与を算出
・支払い額算出後、厚生年金や健康保険保険料を保険料額表から求める
・同様に源泉徴収額も源泉徴収表から求めてる
・上記終了後、エクセルの給与フォームに手入力
・月末の週は給与業務に忙殺されていた

経理担当者の思い

・社員やアルバイトが増え、経理業務量が増大してきた。
・月締めの集計に時間を要し、給与支払日までの事務は戦場のような忙しさ
・日誌システム化と連動して、給与業務を効率化したい

・システムには厳しい目
経理事務担当が変わってもスムーズに引き継げるような使い勝手の良さを徹底的に追求・要求
会計システムを使いこなしているので、市販システムと同等以上の品質が当然
個人情報が多いので、給与額等は開示しなくても良いように、経理担当者がマスター入力する



給与システム（続き）
システムの特徴
・システムは経理専門PCにインストールし、給与計算に必要な個人データはすべて経理担当者がマスター入力
・システム開発者も実際の数値に触れない
・厚生年金保険料や源泉徴収額の表をマスターで保持し自動算出
・給与計算後、給与明細をエクセルのフォームに書き出し各自に手渡す
・賞与計算も同様
・給与台帳にも対応

効果
・給与明細事務ほぼ自動化
・保険等級等々のデータベース化
・給与台帳記入等の二重業務解消

日誌システムからデータ入手した画面



装置モニターシステム

ニュービジネス対応の必要性

・CVD装置を使ったダイヤモンド成膜ビジネス
・チラー修理は人集約ビジネスだが、ダイヤモンド成膜は装置集約ビジネス
・技術を集約したレシピ開発と装置稼働率がビジネスを左右
・大量のオーダーが見えており、装置を新しく導入しなければならないが、稼働率により導入台数が大きく変動する

装置の状態をモニターし、情報を技術者と経営者が共有したい

・日々レシピ開発に追われ、成果は出ていたが、目標日程には遅れ気味だった
・遅れの原因には、装置の使用方法や業務の割り振りもあると思われていたが詳細はわからなかった
・故障時間や稼働時間を把握したい

装置の状態を簡単に記録し、稼働状況をリアルタイムに見ることができるシステムを導入



装置モニターシステム（続き）
システムの特徴
・装置番号と状態をバーコード入力
・入力は一回数秒
・稼働状況をガントチャートで表示
・週単位、月単位、年単位でも集計

効果
・稼働状況リアルタイム把握
・稼働率や故障率把握
・経営と技術の意思疎通促進



システム化：今後の狙いと課題

ダイヤモンド成膜などの
新たなビジネスを効果的に導入するために

システムをもっともっと活用したい

・工程管理システムの導入

大量の注文をスケジュール通り生産・出荷するには必須

既存の装置修理等にも適用して効率化促進

・装置モニターシステムの高機能化も

装置が多くなると装置状況を装置と自動通信することも必要になってくる

・近々の課題

工場移転予定があり、引越し時も途切れのない稼働が必須

装置との自動通信にMZプラットフォームの機能が対応できるか未確認

プログラムできる人材の育成

＊MZプラットフォームは使いやすいとはいっても、使いこなすには専門知識が必須

また、データベースの知識も別途必要


